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2011 team釜石小ぼうさいチャレンジ その１ 「このたねとばそ」読者アンケート結果
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私は、静岡県〇〇市立〇〇小学校に勤務しております。
これまで防災教育として様々なことに取り組んできまし
たが、これでよいのかと、日々悩んでいました。その場
限りの学習で終わってしまうのではないかと思ったから
です。
そんな時、釜石市の「いのちをつなぐ未来館」を訪れ、

本書に出合いました。
防災教育は、脅しではいけない、根本は命を大切にす

ること、防災教育を進めるあまり、地域を不安視するの
ではなく、地域に誇りをもてるようにすることなど、と
ても勉強になりました。
この学びをいかして、今後、何に取り組むのかを考え

た時、防災マップづくりに取り組んでみようと思いまし
た。市でもハザードマップは示されていますが、子ども
にとっては情報量が多すぎるために、自分で防災マップ
を作ればよいのだと感じました。そのための具体的な手
順が本書には示されておりましたので、取り組んでみよ
うと思います。本書に出合えてよかったです。
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現職教員です。
『このたねとばそ』は、防災教育～復興教育の起承転結・・・結
ではない、未来への導となる一冊だと実感します。
・ 片田先生が釜石の防災教育に携わった当初の苦労から地域の
防災力への窓口が学校であり、子どもたちに教える専門である
学校教育が防災教育をする意義があるという趣旨が、とても印
象に残っています。

・ 「くるわけもない津波」に対して、本気で取り組んだ釜石小
学校、本気を気持ちだけでなく児童にインパクトある授業とし
て記憶に残し、実践につなげた教員、そして防災教育がたくさ
んの命を救い、郷土の可能性を見出した当時の児童たちが大人
になった姿。

・釜石小学校からの学びが形となったこの一冊をより多くの
人に知ってもらいたいと心から思っています。

これからつなみがおきたときのたいさくやくんれんを
もっとくふうできるとおもう。
もっといろんなひとによんでもらう。みんなにおおつ
なみのことをしってもらう。 小学生
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種は、小鳥を介して、動物を介して遠くまで運ばれていきま
す。あるいは、自ら綿毛を使って遠くまで飛んでいきます。
この冊子を通して遠くまで、遠くの人のところまで届き、不
幸な出来事が起こらないように！防げるものは防いで欲し
い！と願います。そのために、たくさんの人の手に渡ります
ように！(増刷を希望します。出来るなら、全ての教職員の
手に渡りますように。) 地域コーディネーター

学校で副読本として活用してほしいです。「大
震災釜石の伝承者」としての活動時に活かした
いです。教育の専門家の先生ならではの内容で
した。特にこれからの子ども達へ伝承していく
ためにも、先生方の教育・指導力を活かしてほ
しいと思います。 地域住民
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奇跡ではない釜石小の軌跡

・走った速さ体験
・走るときの並び方は？
2年生を前に
遅れて始めた子をおんぶ

現在の子どもたちへ
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チャレンジ その２ 東日本大震災伝承フィールドワーク R4.8.3

大津波を生き抜いたあの時の子ども
現在地元の消防士

大津波を生き抜いた子どもから

・2時46分誰とどうしていたか
・直後 6年生の2年生 15人
・家の中の状況 ガラスの破片
・ズック
・避難場所の選択
・外の状況 電柱・信号・車
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チャレンジ その２ 東日本大震災伝承パネルディスカッション R4.8.3

あの時の子どもたちから
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現在の子どもたちへ

大津波を生き抜くことができたのはどうしてか？

「いきいき生きる」には？
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じっさいにひなんした道を走ったり、見たりして、信号が止まって
車がたくさん走っていたら、車にひかれてしまうかもしれないと思
いました。そして、今は夏ですが、これが冬なら、凍っていて、転
んでしまうかもしれないので、すごいなあと思いました。

実際に走ってみたとき、大変で、その時に友だちをおんぶ
をしてあげて走ったのがすごいと思いました。いっしゅん
の決断力がすごくて、私もみにつけたいし、あの時にこわ
くても勇気を出していったのがすごいと思いました。弟た
ちのことも気にかけていてすごいと思いました。
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チャレンジ その２ 東日本大震災伝承フィールドワークに参加した小学生の声

フィールドワークに参加して、
改めて、命の大切さを知り、東
日本大震災のひがいを受けた釜
石はどんな状況だったのかを学
びました。

こんなに短時間で、自分と
他の人の命を考え、ひなん
をしていたのはすごいなと
思いました。
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愛海さんがおばあちゃん
を説得していたことがす
ごいと思いました。
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チャレンジ その２ 東日本大震災伝承パネルディスカッションの小学生の声

震災のイラスト動画で見た愛
海さんのことを実際に会って、
話をしてもらったことが心に
残りました。いつか愛海さん
に会いたいと思っていたので、
会えてうれしかったです。

愛海さんの話を聞いて、自分も人の命を助けたいなと思いました。津波
の時にひなんするためには、ふだんからしんけんに訓練をするだけでな
く、人から信らいをしてもらえる、信らいする、家族や友達とコミュニ
ケーションをとったり、人の話を聞くなど、ふだんの生活もひなんにつ
ながるということがわかったので、よかったです。

人づくり

防災教育
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東日本大震災から11年、阪神淡路大震災から2８年

いのち未来へ伝承
ネット公開いのちをつなぐ未来館HP

東日本大震災伝承
フィールドワーク

増刷配布

災害の記憶の忘却

大津波を生き抜いた子ども達から

未来の
いのち

現在の子どもたちへ

防災教育は、
10年後に地域を支える大人に、
20年後には地域の防災文化を
つくる礎に。


